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新型コロナウイルス感染症流行時における小児への予防接種について 

―東京都府中市― 

日本小児科学会 予防接種・感染症対策委員会 

 

要旨 

・ 新型コロナウイルス感染症流行に伴う外出自粛が子どものワクチン接種に及ぼ

す影響について、東京都府中市医師会において調査がなされました。 

・ 2019 年 1～4 月と 2020 年 1～4 月の各月の被接種者数が比較されました。 

・ 2020 年 6 月に調査された神奈川県川崎市と同様に、乳児期に接種されるワクチ

ン被接種者数は昨年と比べて大きな変動はありませんでしたが、1 歳過ぎで接種

されるワクチンは減少し、特に、年長児で接種されるワクチンは顕著に減少してい

ました。 

・ 東京都府中市全体と比較して、小児科単科診療所では減少率が小さい傾向があ

りました。 

 

注意）本調査は東京都府中市医師会から提供された情報に基づいており、必ずしも

国内全体の接種状況を反映しているとは限りません。しかし、先に報告された神奈川

県川崎市と同様の結果でした。各地域の最新の接種状況はそれぞれの保健所等に

ご確認ください。 

 

  



 

【乳児期に受けるワクチン】 

 

1) B 型肝炎ワクチン（実施月別被接種者数） 

① 東京都府中市全体          ②東京都府中市（小児科単科診療所のみ） 

 
 

2) BCG ワクチン（実施月別被接種者数） 

① 東京都府中市全体          ②東京都府中市（小児科単科診療所のみ） 

 

  



 

【0～1 歳で受けるワクチン】 

3) ヒブワクチン（実施月別被接種者数） 

① 東京都府中市全体          ②東京都府中市（小児科単科診療所のみ） 

 
※ 一時的な供給停止の影響 

 

4) 小児用肺炎球菌ワクチン（実施月別被接種者数） 

① 東京都府中市全体          ②東京都府中市（小児科単科診療所のみ） 

 

 

5) 四種混合ワクチン（DTaP-IPV）（実施月別被接種者数） 

① 東京都府中市全体          ②東京都府中市（小児科単科診療所のみ） 

 

 

  

※ 

※ 



 

【1 歳過ぎで接種されるワクチン】 

 

6) 水痘ワクチン（実施月別被接種者数） 

① 東京都府中市全体          ②東京都府中市（小児科単科診療所のみ） 

 

 

7) 麻しん風しん混合（MR）ワクチン（第 1 期）（実施月別被接種者数） 

①  東京都府中市全体          ②東京都府中市（小児科単科診療所のみ） 

 
 

  



 

【年長児で接種されるワクチン】 

 

8) 麻しん風しん混合（MR）ワクチン（第 2 期）（実施月別被接種者数） 

① 東京都府中市全体          ②東京都府中市（小児科単科診療所のみ） 

 
 

9) 日本脳炎ワクチン（第 1 期）（実施月別被接種者数） 

①  東京都府中市全体          ②東京都府中市（小児科単科診療所のみ） 

 
 

10) 日本脳炎ワクチン（第 2 期）（実施月別被接種者数） 

① 東京都府中市全体          ②東京都府中市（小児科単科診療所のみ） 

 

 

 

  



 

11) 日本脳炎ワクチン（特例接種）（実施月別被接種者数） 

① 東京都府中市全体          ②東京都府中市（小児科単科診療所のみ） 

 
 

12) 二種混合ワクチン（DT） 

① 東京都府中市全体          ②東京都府中市（小児科単科診療所のみ） 

 
 

13) HPV ワクチン 

① 東京都府中市全体          ②東京都府中市（小児科単科診療所のみ） 

 

 
 

  



 

 

 

  



 

考察 

 新型コロナウイルス感染症の流行で、国内のみならず、海外でも小児の予防接種

率が低下しているという報告があります 1),2)。予防接種率が低下することで、これまで

ワクチン接種によって予防されてきた感染症の再興が懸念されることに加えて、新型

コロナウイルス感染症の流行が落ち着いて、国内外の人の移動が復活したときに、

海外から持ち込まれた病原体によって、国内流行が再び見られることが危惧されま

す。 

 当委員会では、神奈川県川崎市で見られた特徴が、他の地域でも見られるかを調

査するために、東京都府中市医師会のご協力により評価を行いました。 

東京都府中市の 0～1 歳児人口はこの 1 年間で約 5％減少していることを考慮す

ると、乳児期に受けるワクチン被接種者数はほとんど減っていないことがわかりまし

た。また、神奈川県川崎市と同様に、年長児で受けるワクチンの被接種者数は顕著

に減少していました。  

東京都府中市全体の減少率より、小児科単科診療所の減少率の方が低かったこ

とについては、小児科医は普段から予防接種に対して積極的な情報提供と接種勧奨

を行ってきたことと、予防接種に行くことは不要不急の外出ではないという考え方が

伝わっていた可能性があること、小児科単科診療所の多くでは、院内感染を予防す

る観点から予防接種専用の時間帯を設けたり、予防接種専用の入口や待合室があ

ったり、院内感染を予防する目に見える配慮があったことが減少率を抑制したことに

貢献したのではないかと考察されていました。 

なお、東京都府中市では、DT2 期を定期接種として受けずに、DPT を任意接種とし

て受ける人がいるため、DT2 期の被種者数は過小評価されている可能性がありま

す。また、2020 年 2 月にヒブワクチンの被接種者数が減少しているのは、一時的な

供給停止の影響と考えられています。 

 小児の予防接種は不要不急として差し控えるべきものではないので、接種時期が

きたら適切な接種時期を逃さないような接種勧奨が必要です 
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